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小田原市羽根尾から産出した完新統下原層の貝化石について

松島義章

Yoshiaki Matsushima: 

Holocene Molluscan Fossils from the Shimohara Formation, Haneo, Odawara City 

はじめに

小田原市羽根尾はJR東海道本線国府津駅から北

東方，大磯丘陵南西部の中村川下流域（河口付近

では押切川と呼ばれる）の西側をほぼ平行して流れる

塔台川流域の右岸側に位置する。この地域には沖積

段丘面が発達しており大塚弥之助の研究によって中村

原面（大塚，1930）と呼ばれ，海抜25m前後にまで

高まった完新世最高位段Eで知られ多くの研究が行
われてきた（米倉ほか， 1968：， 遠藤ほか， 1979など）。

この高位段E面の背後は曽我山系南東山麓に位置す

る山麓緩斜面となっている。羽根尾地区はこの塔台川

右岸側の中村原面から背後の山麓緩斜面にかけての

一帯に広がる地域である。

小田原市はこの地域を羽根尾工業団地として位地

付け1993年から造成工事を始めた。高位段Eの中村

原面には以前より縄文時代から古代にかけての遺跡が

分布することで知られていた（神奈川県， 1979；文化

庁文化財保護部編， 1981）。そのため工業団地造成

地の本格工事が始まる前に，埋蔵遺跡の発掘調査が

実施された。

明らかになった遺跡の中で、注目され話題となった遺

跡は，1998～1999年かけて発掘された羽根尾貝塚

遺跡である（戸田， 2002）。本遺跡は大磯丘陵南西

部で、初めて見つかった縄文時代前期に属する員塚で

あった（戸田 ・舘， l999a; l 999bなど）。この員塚遺

跡は地表から2～4m下の泥炭層中から発見されたも

ので，その高度は海抜約24～22mfこ位置する（図

1）。貝塚からは保存のよい多種多様な遺物に伴っ

て，大量なヤマトシジミCorbiculajaponicaを含め様々

な動植物遺体も出土した。さらに，本遺跡では遺跡

の基盤を構成する地層を明らかにするため，深さ約6

mのトレンチ調査が行われた。地表から約5.5m下の

粘土層中には広域テフラの鬼界アカホヤ火山灰（K

Ah）が確認された。鬼界アカホヤ火山灰層の直下から

は完新統の下原層（大塚，1929）を特徴付けるサル

ボウScapharcasubcre.刀ata, シオヤガイA刀omalocardia

squamos，コゲ、ツノブエCiype.omoruscoraliumなど、を含
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図1 羽根尾貝塚遺跡内における下原層の員化石地点Loc.25（・印）

(1/25,000小田原北部）

む大量の貝化石が産出した。

本稿ではこの貝化石群を含めこれまでに明らかにさ

れている貝化石資料から考察される下原層堆積期後

半の内湾環境と，その後の羽根尾貝塚形成期の自然

環境について述べ， 大磯丘陵南西端に位置する国府

津一松田断層の動きについて若干ふれる。

下原層の分布と堆積年代

下原層は 1929年に大塚弥之助によって初めて報

告されたいわゆる沖積層である（大塚，1929）。地理的

には大磯正陵南西部の中村川流域を主体に， 葛川

流域さらに国府津から大磯に至る相模湾の海岸沿い

に分布する地層である（米倉ほか，1968；松島，1976）。

特に中村川下流域に分布する本層は，貝化石を産出

することで知られ， しかもここでの海成層が海抜約

20mの高さに達する海成沖積世段丘となっており，完



新世の地殻変動を解明する上で注目されてきた（米

倉ほか，1968；遠藤ほか， 1979；太田ほか， 1982；国

土地理院， 1982；松島， 1984bなど）。

本層の形成は縄文海進に伴う古中村川や古葛川｜の

溺れ谷を埋めた堆積物であり（松島，1976), その堆積

年代については米倉ほか(1968）が本層から産出した員

化石を用いては C年代測定をおこない，約9000～

7500年前の年代であることを初めて明らかにした。そ

の後は，奥村（1978），松島（1979）， 遠藤ほか（1979),

熊木・市）11(1982）や国土地理院（1982）によって下原層

のいろいろな層準から産出する貝化石や木材などの試

料によって，多数の 14-c年代測定が実施され， 約
9000～6000年前の年代値が報告されている。

下原層の貝化石については大塚（1929），米倉ほか

(1968），松島（1978;1979; 1980），遠藤ほか（1979）の

報告がある。その中で、松島（1979;1980）は下原層が分

布する中村川流域とその西側を流れる塔台川沿いの

24地点から多くの員化石を採集し， その群集解析と

分布，それまでに明らかにされていた 14-c年代値と
から， 下原層の形成過程を二つの時期に分けてまと

めている。それによると下原層は主に古中村川の下

流域で縄文海進により形成された古中村湾に堆積した

沖積層である。その形成年代と層相は約9000～7500

年前の縄文海進前期から， その後の海面上昇に伴う

湾が拡大した約 7500～6500年前の海進最盛期前半

までの問であり，内湾堆積物が主要構成層となってい

る。すなわち，下原層は鬼界アカホヤ火山灰層（K-Ah)

の降灰する直前の約6500年前まで存在した古中村湾

を埋積する海成層が主体となり，その上に重なる潟湖

～河川性堆積物の陸成層とから構成される厚さ30mを

越す沖積層である（松島，1976；遠藤ほか，1979）。

羽根尾貝塚遺跡で明らかになった

下原層の貝化石

1998年～ 1999年にかけて実施された羽根尾貝塚

遺跡のトレンチ調査で明らかになった下原層の員化石

産出地点は，羽根尾工業団地造成地内の南東部に

位置する。その地点は松島(1979）が報告した貝化石

産出地点のLoc.8としoc.16の中間にあたるLoc.25で

ある（図2）。本地点は塔台川右岸側の中村原面上に

位置しすぐ西側背後には下原層の基盤をなす二宮

層の泥岩 ・砂磯岩の互層で、構成される山麓緩斜面の

図2.古中村湾における貝化石産出地点 （松島司1979に・25を加筆）.a -a’：西湘バイパス， b
-b’：JR東海道本線司 c-c’：東海道新幹線， d-d’：小田原一厚木バイパス司 1～25：貝化
石産出地点．
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尾根が， 馬の背状に南から北東方に向かってのび，

中村原面に突き出ている。羽根尾貝塚遺跡はこの基

盤岩の上に位置していた（戸田 ・舘，1999a; 1999b; 

2000）。員塚遺跡内のトレンチ調査では， 地表 （海

抜25.6m）から約6m掘り下げた海抜 19.6mのところ

から大量な貝化石を含む砂質、ンルト層が見つかった

（図3）。貝化石は同時礁と考えられる軟らかな泥の亜

角礁を含む砂質シノレト中に密集して産出した（図4）。

明らかになった貝化石は表1に示す如く二枚貝類が19

種 ，腹足類が7種の合計26種である。

この26種の中で、多量に産出したサノレボ、ウScapharca

subcrenata, アサ1Ruditapes philippinarum、マ芳、さそ

Crassostrea gigasやシ方-t'tfベAnoma!ocardiasquamos 
などの二枚員は両殻の合わさったものが多く見られ，

現地性堆積を示す。さらにこれらの員類はし、ずれも幼

員から大きく成長した成員まで産出しており， 本地点
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図3 羽根尾貝塚遺跡肉のトレンチ調査で出現した地質柱状図

15 

がこれらの貝類にとって最適な生息環境下にあったこ

とを示している。

26種はほとんどが内湾性種からなる。これらの員

類の生態的特徴は湾央～湾奥の潮間帯砂質底に生

息する内湾砂底群集（松島，1984a）と，湾奥の泥質干

潟に生息する干潟群集（松島，1984a）の構成種で、ある。

特に内湾砂底群集構成種はサノレボウ， アサリ，シオ

マjfベ、 ハマゲリ MeretrixJusoria、マラjfベSolen
strict a、ウミニーTBatdlaria mu!t1formis、コゲツjブエ

Clypeomorus cora!ium, アラiぷノロReticunassafestiva 

などの貝類を主体とする。 次いで干潟群集構成種の

図4 羽根尾員塚遺跡内の卜レンチ調査（Loc.25）で出現した下原層

の員化石サルボウ、アサリ、マガキの化石が海抜195m付近の

砂質シルト中に密集して産出する

表1 羽根尾貝塚遺跡肉のLoe.25から産出した下原層の員化石

二枚員類 産出頻度
力リガネエガイBarbatiavirescens obtusoides (Nyst) 少ない

サルボウScapharcasubcrenata (Lischke) 非常に多い

ナミマガシワAnomiachinensis Philippi 普通

マガキCrassostreagigas (Thunberg) 多い

ヤマトシジミCorbiculajaponica Prime 稀

ウネナシトマヤガイTrapeziumliratum (Reeve) 少ない

ヤエウメノハナガイPh/yct1dermajaponicum Pilsbry 少ない

イオウハマグリPitarsu／；見1reumPilsbry 稀

ハマグリMeretrix/usoria (Roding) 稀
オキシジミCyclinasinensis (Gmelin) 少ない

オニアサリNotochionjedoensis ( Lischke) 稀

アサリRuditapesph1/ipp庁wrum(Adams et Reeve) 非常に多い

シオヤガイAnoma/ocardiasquamos (Linnaeus) 多い

オオノガイMyaarenaria oonogai Makiyama 少ない

マテガイSolenstricta Gould 少ない

力バザクラNit1dote//inainde//a (v.Ma代ens) 稀

ウスザクラNit1dotel/inamわuta(Lischke) 稀

カモメガイPenite//akamakurens厄 （Yokoyama) 稀

ニオガイモド、キZ1品目 subconstrices(Yokoyama) 稀

腹足類
ウミニナBatillariamultiゐrmis(Lischke) 少ない
コゲツノブエClypeomoruscoralium (Kier、er) 少ない

アラムシロガイReticunassa危stiva(Powys) 少ない

ムシロガイ属の一種Zeuxissp. 稀
ヨコイトカケギリ属の一種Cingu/inasp. 稀

クチキレ属の一種Chrysa/Iidasp. 稀

クチキレモドキ属の一種Odostomiasp. 稀



マガキ，ウネナシトマヤガイ刀apθziumJiratum, オキ

シジミ Cyclina sinθnsis, ナミマガシワ・A刀omia

chinensis, オオノガイMayarenaria oo刀ogヨ／など、の貝

類が混じった砂底群集との混合群集となっている。

この員化石の生息年代については貝化石の 14c 
年代測定を行っていないが， 木地点で、海成砂質シノレ

ト層のすぐ上に重なる潟湖成粘土堆積物中から，図5

の鬼界アカホヤ火山灰（K-Ah）を確認で、きたことによっ

て，約6500年前であると推定される（松島，1999）。

下原層中の鬼界アカホヤ火山灰（K-Ah)

上述のように， 海成層の上へ連続的に堆積するヤ

マトシジミCorbiculajaponicaを含む潟湖成堆積物（松

島，1999）である腐植質粘土層の6～8cm上方の海抜

19.66～ 19.7 mfこは，厚さ0.5～0.7cmの灰白色火

山灰の薄層が介在していた（図5）。 この火山灰試料

の分析を新井房夫氏に依頼した。

図5 員化石を含む海成層の上に堆積する腐植質粘土層1 境

から6～8cm上方に介在する鬼界アカホヤ火山灰 （K-Ah).

→ ←海抜 19.66～19.7ml三厚さ0.5～0.7cmの灰白色
火山灰薄層

分析の結果 灰白色火山灰は高純度の火山ガラス

からなり，この火山ガラスの性質（形状，屈折率）が

すでに明らかにされている鬼界アカホヤ火山灰（KAh) 

の特徴（町田・新井，1978）とよく合い， 鬼界アカ

ホヤ火山灰（K-Ah）であると同定された（松島 ・新井

,2003）。 図6のように火山ガラスは鬼界アカホヤ火山灰

に独特な，パフマノレウオーノレ型平板状で、無色～淡褐色を

呈し，その屈折率が1.509～1.515の範囲にあり，この

うち大部分のものは 1.510～1.513を示す。この値は町

田・新井（1978）の示す 1.509～1.513の値と一致する。

下原層からはこれまで、に鬼界アカホヤ火山灰(Iく

Ah）が小田原市小船の東海道新幹線中村川橋梁下の

Loc.22地点で明らかにされている（松島， 1980）。こ

の露頭では少なくとも海抜20mまでは古中村湾に堆

積した貝化石を含む海成層からなり，その上に重なる

堆積物は河川成層となる。この陸成層中の海抜
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図6 羽根尾員塚遺跡 Loc.25の海抜 19.66～19.7mから採取した

鬼界ア力ホヤ火山灰（K-Ah）中の火山ガラス （スケールは0.1mm).

新井房夫氏撮影

20.5mに鬼界アカホヤ火山灰（K-Ah）が介在していた

（松島，1980）。さらに国府津一松田断層を挟んで西

側の森戸川低地では， 地質ボーリング資料から鬼界

アカホヤ火山灰（！＜：－Ah）が海抜一 1.54～ l.84mを中

心に士lmの範囲（ 0 .54 ～ ~ 2.84 m）に包含されて

いることが確認されている（松島，1982）。 しカもその包

含層は海成層でなく潟湖成堆積物であることも明らか

にされている（松島，1982）。

以上中村川低地と森戸川l低地に確認された鬼界ア

カホヤ火山灰（KAh）を介在する堆積物は， 3地点い

ずれも陸成層である。この点は大磯丘陵南西部から

西側の森戸川低地一帯が，鬼界アカホヤ火山灰（K-

Ah）の降灰時の約6300年前（暦年補正をしていない

測定値）には，地盤の隆起で海面は退き，古中村湾

が離水していたことを示す。この年代は一般に知られ

る縄文海進のピークにわずか先立つ時期にあたる。

つまりこの約6300年前には， すで、に古中村湾が離水し

潟湖に変わっていた。他の相模湾沿岸地域とは異なる

固有の隆起変動のあったことを示唆するO すなわち，大

磯E陵南西部では海面的毎進カミら海退に移行し始めた

直後に，鬼界アカホヤ火山灰（KAh）が潟湖に降灰堆積

した。本地域における地盤隆起の速度は周辺地域と大

きく異なっていた。この点について松島（1978;1979）が，

相模湾沿岸の内湾へ侵入してきた熱帯種の有無から，

大磯E陵南西部沿岸域が三浦半島西岸域や房総半島

南端部より一足早く陸化していたことを指摘している。

貝化石群集が示す古中村湾の環境

今回明らかになった員化石群集を含め， 表2の資

料から古中村湾の環境を推定する。そこで松島が

1979年の論文に示した図3の約7500～6500年前の古

中村湾における貝類群集の分布図へ，今回の木地点で

確認された混合群集を加え， 松島（1984a）がまとめた

完新世の内湾及び沿岸における貝類群集区分にした



がって整理すると図7のようになる。

復元された約7500～6500年

前の古中村湾は，湾口部の幅が

約 l.5kmで湾奥まで約4kmのお

およそ北西一南東方向を示す細

長い形であるが， 出入りの激しい

小規模な入江が東北岸側と西南

岸側に発達し複雑な海岸線となっ

ている。低地の各地で掘削され

た多数の地質ボーリング資料によ

ると，現在の海岸線から約lkm

閉までは，海岸線と平行する形

の埋没波食台が発達し？~口部を

狭めている。湾奥は小田原一厚

木バイパス（d-d’）の南側に位

置し それより上流域では古中村

川の押し出す砂磯堆積物が堆積

している。この時期を示す員化石

地点は，化石の産出高度と層

準， 14c年代測定値とから図2
と表2に示すLoc.8,Loc.12～25 

の15地点となる。それらは古中村

湾の湾央から湾奥にかけて位置す

る。湾内の堆積物は湾口から湾

央にかけて粗粒砂～中粒砂からな

り， これは沿岸流により湾外から

湾内へ運び込まれた砂州性堆積

物である。 それより奥まった湾央

7500-6500y.B.P. 
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図7 約7,500～6,500年前の古中村湾における貝類群集の分布 （松島，1979に加筆修正）

A 干潟群集，B 肉湾砂底群集，C 肉湾停滞域群集， 1 泥 ，2 シル卜，3 砂， 4

波食台， 5 海成層の分布範囲

部には砂質シルト～泥が堆積して

いる。湾奥部の東海道新幹線付近（c c’）から上流

の小田原 厚木バイパス（d-d’）にかけての湾奥部

では，中村川の搬出する土砂の堆積で軽石磯混じりの

粗粒砂から砂質、ンノレトとなり，その層相は変化に富む。

古中村湾を特徴づける貝類群集は上述のように内

湾砂底群集であり， Loc.15を除くすべての地点で確

認される。どこでもサルボウ，アサリ，シオヤガイ，コ

ゲ、ツノブエなどが砂底群集の主要構成種となっている。

その中にあって砂質、ンルト～泥相の発達するLoc.13,

16, 22, 23では，チゴトリガイFuJvjahung.θrford1；ホ
トトギスMusuculussθ刀hausja,シオガマ Cyclodi'cama

cum1ngj, シズクガイ日θoraJata, エドガワミズゴマツ

ボStθ・nothyraθdogawe刀sisなど、の強内湾性種（波部，

1956）で、知られる内湾停滞域群集（松島，1984a）が

混じった混合群集になっている。この群集が生息する

のは湾口部が沿岸流による砂の堆積で浅くなり，湾内

への外洋水の流入が弱まったことによって，湾央が還

元的環境となり内湾停滞域群集が生息したものと推測

できる。干潟群集はLoe.8, 14, 15, 25で見られ，

Loc.15以外では内湾砂底群集との混合群集として分

布する。それらの地点はいずれも岸と接するところで

浅い干潟となっていたι考えられる。 このような3種類
の員類群集の分布から古中村湾の環境を推定すると，

相模湾に面した湾口が l.5km, 奥行き4kmの小さな

内湾では3 湾口部には波食台が形成されとし、て，さ

らに砂の堆積により浅くなり， 外洋水が入りlこくく，湾

内は遠浅な干潟から砂質底の浅海が広がっていた。

そこは主に内湾砂底群集と干潟群集の生息しやすい

環境となっていた。波静かな湾央部の一部では， 水

深のやや大きな場所に内湾砂底群集構成種に混じっ

て内湾停滞域群集構成種が分布していたが，その生

息範囲は限られていた。

この古中村湾も鬼界アカホヤ火山灰（KAh）の降灰

時（約6300年前）には，すで、に地盤の隆起に伴って

潟、湖に変わっていた。 この点については，湾内から産

出した貝化石の中にタイワンシラトリ Tell!J刀θmactora

θdentura, カモノアシガキDendostr.θapaulucciaθ， チ

リメンユキガイStandiθ・ll cap1llaceaなど、の熱帯種が全く確

17 
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認されてなし、ことから分かる（松島， 1978;'1979）。これ

らの熱帯種群が南関東でも三浦半島西岸や房総半島南

部の内湾へ侵入してきたのは， 約6500年前として知ら

れてしも（松島， 1979）。すなわち，この熱帯種群が

黒潮にのって南関東へ北上してくる直前に，相模湾沿

岸で、は大磯丘陵南西部のみが突然離水していたことを具

体的に示している。約6500年前に起こった古中村湾の

消滅は， 地震性隆起によるものであり，松田(1985;

1993）が指摘する “大磯型地震”の可能性が強い。

羽根尾貝塚形成期の自然環境

羽根尾貝塚は出土遺物によってその形成が縄文時

代前期関山 I式から開始され，関山E・黒浜式期に

隆盛を極め，わずかに諸磯a式期まで、存続したことが

明らかにされている（戸田・舘 ，l999a; l 999b; 

2000）。貝塚を構成する貝は，大きく成長したヤマト

シジミ CorNculajaponicaを主体に，ダンベイキサゴ

Umbo刀iumgiganteum, ベンケイガイClycymθris

albolinθata, チョウセンハマク、リ ，＼！｝θfθtrixJamarck1; ヮ

スレガイ Cyclosunθta mθ刀strualisやコタマガイ

C刀／刀phinavθ17θJゾ'formismela刀aegi, サトウガイ

Scapharca sato川 サザエBatJJJuscomutusの蓋，イ

シダタミMonodontaJabio confusa, イボニシRθishio

clavfg，θ•1aなど、が混じっていて， 潟湖となる前の古中村

湾を特徴づける内湾性種のサ／レボウ，アサリ， シオヤ

ガイ， コゲツノブエやマガキなどが全く含まれていな

かった。出土した種の生息環境については，ヤマトシ

ジミが潟および河口など、の海水の影響を強く受ける汽

水域に生息する員で、あり，松島（1984a）は本種を感潮域

群集の主要構成種と位置づけている。1998年の発掘調

査では鬼界アカホヤ火山灰（KAh）を介在する腐植質粘

土層中からヤマトシジミを確認してしも（松島，1999）。

一方，ヤマト、ンジミ以外のベンケイガイ，チョウセンハマ

グリ3 ワスレガイ， コタマガイ，サトウガイは， 外洋に面

した沿岸砂底に生息する貝である。松島（1984a）はこの

貝類群を沿岸砂底群集として扱い，現在の相模湾の辻

堂から大磯にいたる湘南海岸の水深約 lOmまで、の上部

浅海砂底に生息していることを明らかにしている。さらに

サザエ， イシダタミ， イボニシは岩礁に生息する種で，

外洋岩礁性群集（松島， 1984a）構成種となる。この群

集構成種は大磯照ヶ崎の岩礁海岸で、みることがで、きる。

このような出土した貝類の特徴から羽根尾員塚形成

期の自然環境を復元すると，約6500年前まで存在し

た古中村湾が，“大磯型地震”によって地盤の隆起

で、離水し，鬼界アカホヤ火山灰（KAh）の降灰時には

完全に潟 （以下古中村潟と呼ぶ）へ変わっていた。そ

の古中村潟は現在のJR東海道本線より北側の中村川

と塔台川の聞の形成された小さな潟と推測される。羽

19 

根尾貝塚はこの古中村潟に面した西の岸辺に位置し

ていたと考えられる。

羽根尾員塚の人々の採貝活動は，住居の前に広

がる古中村潟に生息するヤマトシジミの採取を主体に，

時には相模湾の砂浜海岸まで出かけてダンベイキサ

ゴ，ベンケイガイ，チョウセンハマグリなど、の沿岸砂底

群集構成員を， さらに照ヶ崎の岩礁海岸で、はサザエ

やイシダタミなど外洋岩礁性群集の貝類を採取してき

たといえる。このことは現在の相模湾沿岸の員類相よ

り多様となっていたことを表す。

羽根尾貝塚が隆盛となった関山E・黒浜式期は縄

文海進最盛期であり，横浜港周辺の大岡川 ・雌子

川 ・鶴見川 ・多摩川流域では， この時期に海水が低

地の最も深くまで浸入し，その沿岸には多くの員塚が

形成された（松島，1979；松島 ・小池， 1979）。関

東平野でも奥東京湾と呼ばれる内湾が形成された時

期にあたる（小杉， 1989;1990）。この時期に大磯

丘陵南西部では地震隆起により陸化していたことが，

羽根尾貝塚遺跡の立地からも確認できた。

国府津ー松田断層の動き

松島（1982）は国府津一松田断層を挟んで東側の下

原層海成層上限と西側の森戸川低地の海成層上限高

度 ，さらに鬼界アカホヤ火山灰（K-Ah）包含層準の高

度には，いずれも垂直的に約22mのずれを明らかに

した。このずれは約6300年前以降に生じた断層の垂

直変位量を示すとした。そして国府津 松田断層が

1000年につき3.4～3.5mの平均速度をもって大磯E

陵側の上昇する活断層であることを指摘した（松島，

1982）。今回の調査では国府津一松田断層に近い羽

根尾貝塚遺跡（Loc.25）において、海成層の上限高度

を19.6mで、確認した（図3）。このことは松島（1982）の解

明した成果とほぼ同じとなり，約6300年前以降におけ

る国府津松田断層の活動は 1000年につき3.3mの

平均速度をもって大磯丘陵側の隆起と， その垂直変

位量約21mが確かな数値として捉えられたO

まとめ

羽根尾員塚遺跡（Loc.25）から産出した下原層の

貝化石は， 二枚員類19種 ，腹足類7種の合計26種

である（表1）。本地点は26種の生態的特徴から，主

に内湾砂底群集構成種と干潟群集構成種の混合群集

となっている（表2）。

貝化石の生息年代は，海成層を覆う潟沼成層から

鬼界アカホヤ火山灰（KAh）が確認されたことにより約

6500年前である。この員化石が生息していた古中村

湾を復元すると，湾口部が幅l.5km，奥行きが約4km

の細長い形の湾で、あった（図7）。湾内に生息する員



類は， 湾央～湾奥にかけて産出し， そこにはサノレボ

ウ，アサリ， シオヤガイ， コゲツノブエなどの内湾砂

底群集とマガキで特徴づけられる干潟群集がみられ，

遠浅な内湾で、あった。湾央の一部でフk深の大きいとこ

ろにはチゴトリガイ， ホトトギス， シズクガイで知られる

内湾停滞域群集が分布していた（図7）。

羽根尾貝塚は縄文前期の関山E ・黒浜式期に隆

盛で、あった。その形成場所は古中村湾の沿岸でなく，

ヤマト、ンジミが生息する古中村潟の岸辺に位置してい

た。古中村湾が離水し古中村潟に変わったのは鬼界

アカホヤ火山灰（K-Ah）が降下直前で，縄文海進最盛

期に当たる。大磯丘陵南西部は地震による地盤隆起

が大きく， この時期には海退へ転じていたことが羽根

尾員塚の立地からも明らかlこなった。

Loc.25で、は海成層の上限高度が 19.6mで

れた。この測定高度は松島（1982）の成果と同じことと

なり，約6300年前以降における国府津松田断層の

垂直変位量が約 21mを示す。国府津松田断層は

1000年につき 3.3mの平均速度をもって大磯丘陵側

の上昇する活断層である。

謝辞：：本稿をまとめるに当たり鬼界アカホヤ火山灰

の同定，屈折率の測定をしていただいた新井房夫博

士 ，貝塚資料の提供をしていただいた玉川文化財研

究所の戸田哲也所長をはじめ， 所員の相原俊夫氏，

小山裕之氏， 舘裕子氏に心から感謝し、たします。
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